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「人生100年時代の社会人基礎力育成グランプリ」への参加

〜多様な共創から生まれる多彩な社会人基礎力〜

企画・活動概要

社会人基礎力育成グランプリでは、長

坂ゼミの活動について「多様な共創か

ら生まれる多彩な社会人基礎力」と題し

て紹介しました。長坂ゼミは、 PDCAサ

イクルを意識した活動をしてきました。

また、様々な取り組みに臨むにあたり

ゼミ生は『学生主体』を心がけて活動し

てきました。

長坂ゼミは大小12の活動を学生主体

でチャレンジしてきました。どれもなかな

か経験できない体験ができ、大きく成長

できました。そこで近畿地区予選ではこ

れまでの活動を『総合力』をキーワード

に発表をしました。

経緯・背景・目的

「人生100年時代の社会人基礎力育成

グランプリ」とは、経済産業省がとりまとめ

定義した人生100年時代の社会人基礎

力」の育成に資する各大学の取り組みと、

その取り組みで成長をとげた学生らの多

様な実例を集わせ、これらを審査、表彰し、

その実例の周知を図るものです。 2020

年度のグランプリは、コロナ禍であればこ

そ「社会人基礎力」の育成・成長を評価し

ようとするもので、流通科学大学で長坂ゼ

ミを含めて2ゼミが参加し、近畿地区予選

に参加した9チームが、その取り組みにつ

いて14分間（教員4分、学生10分）のプレ

ゼンテーションに臨みました。

取り組む課題

ゼミ生は、長坂ゼミの取り組みの

うち、ある１つの取り組みを取り上

げ、「1点突破」で臨むか、あるい

は様々な取り組みに挑戦したこと

を「総合力」として取り上げ挑戦す

るかの判断に迷いました。ゼミ生

間で意見を交わした結果、「総合

力」で挑むこととしました。

本学（学生）の役割

発表に当たっては、15名

のゼミ生のうち5名が中心

となって、これまでのゼミ

活動を振り返り、発表内容

を検討しました。当日は、3

人が順番にプレゼンテー

ションを実施、残りの2人

が裏方でサポートしました。

活動結果・成果・学生が成長した点・学生が身につけた能力

発表の内容は以下のとおりです。ゼミ活動の第1段階の２年生後期。沖縄の商業合宿計画を皮切り

に５つのプロジェクトに取り組みました。第２段階の３年前期。東北の合宿計画をはじめ、６つに取り

組みにチャレンジしました。そして第３段階の３年後期に取り組んだのが被災地ボランティアプロジェ

クトです。これら12の活動を学生主体でチャレンジしてきました。１つ１つの活動は小規模であるがな

かなか経験できない体験をし、大きく成長できました。ゼミ生はそのことを『総合力』をキーワードに、

代表的な３つの取り組みを中心にプレゼンテーションをしました。

3つの取り組みとは、「元町商店街でのコロナ禍調査」、「千林商店街での昭和写真展」、そして、「被

災地における学生ボランティアの可能性」です。

プレゼンテーションのまとめとして、「全ての活動を通じて、未来に繋がる社会人基礎力を身に付け

ることができ、コロナ禍で思うような活動ができなかったのは事実だが、ゼミ活動が制限された中でも

歩みを止めず常に成長を求めて活動することができました」と締めました。

そして最後に、ゼミで身に付けた能力として、①自分達の可能性を広げるために培った前に踏み出

す力、②より良い活動を行うため常に協議し続ける考え抜く力、③教員を含めたゼミ生全員が一丸と

なり挑戦し続けたチームで働く力の３つを挙げました。

審査員からは、長坂ゼミの発表に対して、「元気に発表される学生に、活動への積極性と達成感を

感じた。交流した先輩社会人の経験話を傾聴し、深く理解しようとしている」「長坂先生の意向をくみ

取り、全員が前向きに、そして楽しく課題に取り組んでいる様子が非常に伝わった」との評価をいただ

きました。

指導教員および関係者の紹介

商学部 マーケティング学科

准教授 長坂泰之

専門は、商業まちづくり、流通政

策、中心市街地活性化政策、震

災復興政策（中小企業診断士

（経産省）、地域活性化伝道師

（内閣府）

協力先：

一般社団法人社会人基礎力協議会

参加学生：

長坂ゼミ清水健吾君をはじめ総勢15

名

プレゼンテーションのトップ画面は千林商店街での活動

教員と真剣に意見を交わすゼミ生

多様な共創を表現し

たプレゼンテーション
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